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内訳実数

　　　年

ｴﾘｱ別
2020 2021 2022 2023 2024 2025 ･･･ 2030 ･･･ 2040 ･･･ 2050

ＦＣＶ △ △ △ △ △ △ ･･･ 5 ･･･ 10 ･･･ 50

ＥＶ 20 20 60 90 70 140 ･･･ 350 ･･･ 680 ･･･ 980

ＰＨＶ 40 40 50 70 120 200 ･･･ 440 ･･･ 620 ･･･ 730

フルＨＥＶ 1,130 1,240 1,180 1,480 1,520 1,790 ･･･ 2,230 ･･･ 1,860 ･･･ 1,400

ＭＨＥＶ 520 480 460 520 500 500 ･･･ 600 ･･･ 590 ･･･ 320

ＩＣＥＶ 2,100 1,900 1,700 1,830 1,520 1,350 ･･･ 205 ･･･ 20 ･･･ 20

計 3,810 3,680 3,450 3,990 3,730 3,980 ･･･ 3,830 ･･･ 3,780 ･･･ 3,500

内訳比率

　　　年

ｴﾘｱ別
2020 2021 2022 2023 2024 2025 ･･･ 2030 ･･･ 2040 ･･･ 2050

ＦＣＶ ･･･ 0.1 ･･･ 0.3 ･･･ 1.4

ＥＶ 0.5 0.5 1.7 2.3 1.9 3.5 ･･･ 9.1 ･･･ 18.0 ･･･ 28.0

ＰＨＶ 1.0 1.1 1.4 1.8 3.2 5.0 ･･･ 11.5 ･･･ 16.4 ･･･ 20.9

フルＨＥＶ 29.7 33.7 34.2 37.1 40.8 45.0 ･･･ 58.2 ･･･ 49.2 ･･･ 40.0

ＭＨＥＶ 13.6 13.0 13.3 13.0 13.4 12.6 ･･･ 15.7 ･･･ 15.6 ･･･ 9.1

ＩＣＥＶ 55.1 51.6 49.3 45.9 40.8 33.9 ･･･ 5.4 ･･･ 0.5 ･･･ 0.6

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ･･･ 100.0 ･･･ 100.0 ･･･ 100.0

対前年比

　　　年

ｴﾘｱ別
2020 2021 2022 2023 2024 2025

ＦＣＶ ―

ＥＶ ― 100.0 300.0 150.0 77.8 200.0

ＰＨＶ ― 100.0 125.0 140.0 171.4 166.7

フルＨＥＶ ― 109.7 95.2 125.4 102.7 117.8

ＭＨＥＶ ― 92.3 95.8 113.0 96.2 100.0

ＩＣＥＶ ― 90.5 89.5 107.6 83.1 88.8

計 ― 96.6 93.8 115.7 93.5 106.7

単位：千台

単位：％

単位：％

５）国・エリア➡パワートレイン種別市場規模推移（２０２０～２０５０年）

  ■日本

  ・日本のグリーン成長戦略目標は２０３５年までに電動化１００％（新車国内販売）、フルＨＥ

Ｖが主力、海外にフルＨＥＶ完成車輸出とコンポーネンツ（部品）輸出・提供の２本立てで展

開していく。軽自動車もＭＨＥＶ・フルＨＥＶ化し、２０４０年までに大半が何らかの形で電

動化するが、グローバルでみるとＥＶ市場での存在感は小さい。２０５０年時点では一部（水

素エンジンなど）でＩＣＥＶが残る程度となる。
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  ⑦トピックス３：高効率化の動向

  ・ＥＶ・ＰＨＶ・フルＨＥＶ用モータはモータの使い方が様々で、システムによって使われるモ

ータの出力，特性が大きく異なるが、ＥＶ用もータでみると２０３５年までに材料，冷却，構

造などで進歩がみられ、性能は大きく向上していく。

  ・現状、トヨタとホンダを比較するとトヨタのＴＨＳⅡはエンジンとモータのダブル駆動方式で

モータだけでも十分、車を走らせる能力を備え、大型のモータを搭載、モータは全域にわたっ

て積極的に関与しており、ＨＥＶでありながらＥＶ的な感覚をもつ。ホンダのフィットハイブ

リッドｅ ＨＥＶ（ｉ－ＭＭＤ）では８０ｋＷの高出力モータを搭載している。

  ・ＥＶでは、かつてはＡセグメントなど小型車が主力であったが、近年、高セグメントの上級車

が次々に投入されている。ＭｅｒｃｅｄｅｓのＥＱＣ、ＶｏｌｖｏのＰｏｌｅｓｔａｒ、Ａｕ

ｄｉのｅ－ｔｒｏｎの様に３００ｋＷクラスの出力をもつＥＶが登場、プレミアムカーという

位置付けにある。

  ・モータ出力はＥＶ／ＰＨＶ／フルＨＥＶといった電動化車両の種別によるちがいは小さい。車

両のセグメント（大きさ）に応じてモータの出力に大きなちがいがみられる。電池はＥＶ／Ｐ

ＨＶ／フルＨＥＶといった電動化車両の種別によって容量が桁違いの違いが見られるが、モー

タにはこの様な違いはない。

  ・ＨＥＶのモータ出力をみると車格にもよるが、フルハイブリッドでは５０ｋＷ以上のパワーが

必要となり、１０～２０ｋＷレベルではエンジンのアシストが中心となり、マイルドハイブリ

ッドとなる。カーメーカーの中ではトヨタが大型モータ搭載のストロングハイブリッド路線を

とってきた。

  ・ＥＶ用モータでは体積と重量の両面で高効率化が求められ、体積（ｋＷ／Ｌ）では２０２０年

で８ｋＷ／Ｌ、２０３５年には３０ｋＷ／Ｌ、重量（ｋＷ／ｋｇ）では２０２０年で４ｋＷ／

ｋｇ、２０３５年には１０ｋＷ／ｋｇ、コスト（ドル／ｋＷ）では２０２０年で６ドル／ｋＷ、

２０３５年には３ドル／ｋＷとも言われており、技術開発はまだ途上にある。

■効率向上（体積・重量） ➔ 小型化 高出力化

■コストダウン ➔ ＩＣＥＶと同等の車両コスト目指す
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内訳実数

単位：千セット

       年
種別

2020 2021 2022 2023 2024 2025 … 2030 … 2040 … 2050

ＦＣＶ … 15 … 100 … 400

ＥＶ 2,150 4,900 7,960 10,270 12,500 15,790 … 23,715 … 37,300 … 54,900

ＰＨＶ 1,040 1,530 2,660 4,350 5,450 7,200 … 10,400 … 14,120 … 19,300

フルＨＥＶ 2,940 3,100 3,250 3,920 4,110 4,640 … 6,570 … 7,180 … 8,600

ＭＨＥＶ 990 1,100 1,800 2,980 5,200 7,590 … 13,500 … 20,190 … 14,520

ＩＣＥＶ … … …

計 7,120 10,630 15,670 21,520 27,260 35,220 … 54,200 … 78,890 … 97,720

内訳比率

単位：％

       年
種別

2020 2021 2022 2023 2024 2025 … 2030 … 2040 … 2050

ＦＣＶ … 0.0 … 0.1 … 0.4

ＥＶ 30.2 46.1 50.8 47.7 45.9 44.8 … 43.8 … 47.3 … 56.2

ＰＨＶ 14.6 14.4 17.0 20.2 20.0 20.4 … 19.2 … 17.9 … 19.8

フルＨＥＶ 41.3 29.2 20.7 18.2 15.1 13.2 … 12.1 … 9.1 … 8.8

ＭＨＥＶ 13.9 10.3 11.5 13.8 19.1 21.6 … 24.9 … 25.6 … 14.9

ＩＣＥＶ … … …

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 … 100.0 … 100.0 … 100.0

全体金額

単位：億円

年 2020 2021 2022 2023 2024 2025 … 2030 … 2040 … 2050

全体 3,600 5,300 7,800 10,700 13,600 17,600 … 21,700 … 31,000 … 34,000

  ②市場規模推移（２０２０～２０５０年）

  ■インバータ・ＤＣ／ＤＣコンバータ
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  ③参入メーカー・納入マトリクス

   ■インバータ

ｶｰﾒｰｶｰ

部品ﾒｰｶｰ

日系 米国系 韓国系

ﾄﾖﾀ 日産 ﾎﾝﾀﾞ ﾏﾂﾀﾞ 三菱自 SUBARU ｽｽﾞｷ GM Ford Tesla Hyundai

内製 〇 ※ 〇

デンソー 〇

富士電機 〇 〇

豊田自動織機 〇 〇

三菱電機 〇

三菱重工業 〇

日立 Astemo 〇 〇

明電舎 〇

マレリ 〇

ＴＤＫ 〇

Bosch 〇

Aptive 〇

LG Ele 〇

Hyundai 

Mobis
〇

   ※トヨタより供給

ｶｰﾒｰｶｰ
部品ﾒｰｶｰ

欧州系 中国系

VW
Audi

BMW Daimler Volvo BYD BAIC SAIC Geely

内製 〇

日立Ａｓｔｅｍｏ 〇 〇 〇

ＴＤＫ 〇

オムロン

日本電産 〇 〇

Ａｐｔｉｖ 〇

Ｂｏｓｃｈ 〇 〇

Ｃｏｎｔｉｎｅｎｔａｌ 〇

Ｉｎｆｉｎｅｏｎ 〇 〇

Ｓｉｅｍｅｎｓ 〇 〇

その他 〇※ 〇 〇

Ｖａｌｅｏ → ＶＷ ＩＤ.３



【６－７）電動化車両主要部品のロードマップ ブレーキ（ハイドロブースタ・ＥＭＢ）】
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       1990      2000      2010      2020      2035～2050

応答性

冗長性

燃費

多機能化

  ④ロードマップ（～２０５０年）

   ロードマップ

  ・電子制御に加えて近年は電動化（油圧→モータ）が進展、これに伴いブレーキシステムに用い

られる部品や市場も大きく変わろうとしている。バキュームブースタにかわって電動油圧ブ

ースタの採用など電動化がＨＥＶやＥＶを中心に進んでおり、駆動用モータによる発電ブレ

ーキと油圧ブレーキの協調制御システムとして実用化している。

  ・自動ブレーキは、元々、技術的にはオートクルーズを発展させた技術であり、従来型の油圧シ

ステムに一部、部品の付加（センサ設置，ＥＳＣブレーキアクチュエータ高性能化，バキュー

ムブースタのアクティブ化など）により実現してきた。さらに自動ブレーキの技術を発展させ、

ステアリング制御を組み込むと部分自動運転となる。

  ・しかし、自動ブレーキの制御領域拡大や自動運転の実現、パワートレインの電動化（ＨＥＶ，

ＥＶ）に伴い発電ブレーキの市場拡大といった自動車における大きなトレンドの中で、ブレー

キ技術は大きく進歩しており、バイワイヤ化がキーテクの１つとなる。

ＡＢＳ ＥＳＣ 自動ﾌﾞﾚｰｷ･部分自動運転

ＥＣＢ

回生協調

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ

完

全

自

動

運

転

ＨＢ

ＨＥＢ

ＥＨＢ

ﾌｯﾄﾌﾞﾚｰｷとの

融合により

単独ｼｽﾃﾑと

しては消滅

ＥＭＢ
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